
「平和の鐘」2024年 2月号（1） 

新しい年を迎え、1 か月が過ぎま

した。寒い時期ですが、皆さんお変

わりありませんか。 

毎年 1 月 1 日は全世界のカトリッ

ク教会では平和の日を祝い、平和の

為に祈り、教皇さまはメッセージを

発表されています。今年のテーマは

「人工知能(AI)と教会」です。ウク

ライナ、パレスチナなどの戦争の事

を思い、発表されたのではないかと

思われます。戦争が長期化する中

で、各国は焦りを感じ人工知能を使

った兵器を使用しています。教皇さ

まは、人工知能は兵器のために使う

のではなく、平和利用のために使う

ようにと話しておられます。  

1 月 1 日は神の母、聖マリアの日

でもあります。マリアさまは、いつ

も全世界の平和のために生きていか

れ、今も平和のために祈っておられ

ます。  

今年一年、マリアさま、教皇さま

に心を合わせて戦争終結、誠の平和

を皆で心を合わせて祈りましょう。

新年を迎えて 
  アンドレア 荻 喜代治 神父 

３月 23 日（土）10:00 枝の準備 （皆さんご協力お願いします） 

３月 24 日（日） 9:30  受難の主日（枝の主日） 

３月 27 日（水）14:00  聖香油ミサ（教区） 

３月 28 日（木）19:00  聖木曜日 

３月 29 日（金）19:00  聖金曜日 

３月 30 日（土）19:00  復活の聖なる徹夜祭 

３月 31 日（日） 9:30   復活の主日（祭日）ミサ後復活祭お祝い会 

 

※十字架の道行 2 月 16 日・２3 日、3 月 1 日・８日・15 日・22 日（10:00～、19:00～） 
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宣教司牧評議会からの報告
寒い日が続いていますが、みなさまいかがお過ごしですか？ 

コロナ禍が少しずつ終息し、日常が戻りつつあります。この 4 年間、私たちは多くの繋が

りを失いました。生活が大きく変化した方もおられると思います。今年は皆さまと交わり、

出会い、繋がる場を大切にしつつ行動していきたいと思っています。 

2 月 14 日(水)灰の水曜日（大斎・小斎）から四旬節が始まります。イエスさまの「やさし

さ」を感じつつ復活祭に向け心の準備をしたいと思います。 

一人ひとりが、やさしさのある言動を大切にしてつながり、『あたたかさのある教会』をめ

ざして歩みたいと思います！よろしくお願いいたします。 

 

１.広島教区の長期宣教司牧目標（2024～2033

年度） 

 『ともに歩むあたたかさのある教会をめざそう』 

 （１）中間目標（2024～2026 年度） 

  『あたたかさの源泉に立ち帰る』 

  神の愛といつくしみをいただく最高の場

が典礼活動（諸秘跡・ミサ）です。典礼の重要

性について学び、大切にすることを心がけた

いと思います。 

  ・信徒手帳を活用し勉強会を行います。 

 

 （２） 1 年毎の宣教司牧目標（サブテーマ）は各小

教区の状況に合わせ判断して決めていきま

す。 

 ・ 家庭、職場、学校、日々の生活の中で、一

人ひとりが優しさのある言動を大切にし

てつながり、『あたたかさのある教会』を目

指してともに歩んでいきましょう‼ 

 

２.地区ブロック会のあり方【ブロック会】 

 各地区（東西南北）の繋がりを大切に歩み始め

ます。新たな繋がる方法・活動内容を具体化し

ていきます。 

 

３.レターボックスの対応等【ブロック会・事務】 

 コロナ禍で教会に来ることができなくなりレ

ターボックスが一杯になっています。皆さまに

確認しつつ対応していきます。 

 それぞれ、レターボックスをご確認・回収くだ

さい。 レターボックス不要な方は事務所に連

絡ください。 

 

 

４.教区報の配布方法の変更【事務】 

 従来、教区報をレターボックスに入れていまし

たが、教区報を教会事務所前、マリアホール入

口に置かせていただき、皆さまに一部ずつ取っ

ていただくようにしました。よろしくお願いいた

します。 

 

５.新年度の各「活動グループ」報告。申請書類提

出について 

 2024 年度が始まります。それぞれの活動グ

ループで対応お願いいたします。 

 

６.救急箱の設置（周知） 

 トイレ横のロッカー室に救急箱（体温計・血圧

計・酸素濃度計他）がありますので必要な時は

ご活用ください。(緊急毛布も常備しました) 

 

７.第 5８回、中国ブロックカトリック高校生中国

大会があります。 

今年度中３～高３対象です。申込は受付・中高

校生部屋にあります。 

時：202４年 3 月 2５日（火）～3 月 27 日日 

場所：福山暁の星学院研修センター 

テーマ：～エコロジカルな未来の為に～今自分

にできる事は 

 

８.中央協働体・・広島中央協働体（呉・幟町・東広島・

翠町） 

 いろんな情報交換しながら小教区運営をして

いきます。 
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９.高齢者とそのご家族のみなさま 

・ ご家族からいろんなご質問を頂きます。何か

ご相談がありましたら事務所にご連絡くださ

い。（082－221-0621） 

   （思いやり駐車場、ミサへの参加、ミサ中の音

が聞き取りにくい、主日のミサを自宅で、病

者の塗油・ゆるしの秘跡、冠婚葬祭など） 

 

１０.今後の主なスケジュール 

2/14（水）  灰の水曜日（大斎・小斎）

7:00/10:00/19:00（四旬節の始まり） 

2/16（金）10:00～、19:00～   

十字架の道（今後は、下記参照ください） 

2/2４（土）16:00～   

宣教司牧評議会/復活祭実行委員会② 

2/25 （日）  教皇来広記念行事ミサ 

9:30     （司式：白浜司教・林神父） 

 16:30～ 炊き出し・支援物資の提供（流

川教会・社会部） 

３/３ （日）9:30 ミサ後四旬節黙想会（パヴァン

神父） 

3/1７ （日）  教会学校卒業お祝い・修了式 

３/20（水）  星野助祭の司祭叙階式 

３/23（土）16:00～  宣教司牧評議会/復活祭

実行委員会③/枝の準備 

3/24（日）  受難の主日（枝の主日） 

3/31(日)    

復活の主日炊き出し・支援物資の提供（広島

学院）  

教会学校クリスマス会  

炊き出しの報告 12/10 

12 月 10 日（日）『生活困窮者のた

めのクリスマス会』を開催しました。清

心中・高等学校の生徒達や一般ボラン

ティアとして参加された約 30 名の

方々とおでんやおむすびを作り、提供

しました。エリザベト音楽大学の学生に

よる音楽のプレゼント、ニットリーダー

ズ広島から手作りの暖かいプレゼント

を提供するイベントもあり、来て下さっ

た皆さんと楽しい時間を過ごすことが

できました。 （社会部） 

おでん作り 冬物衣料の提供 

参加は約 70 人 荻神父様のお話 

教会学校（幼児～高校生）でクリスマス会をしまし

た。 

楽しいゲームや歌を歌った後、プレゼント交換、サ

ンタさんもやって来てみんなにプレゼントください

ました。 

みんな笑顔でメリークリスマス！！ 
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編集後記 お正月に知人が石川の実
家に帰省していると思い連絡してみる
と、能登から福井方面に移動している
途中の金沢で地震。再度実家の能登に
引き返す最中だった。数時間違いで命
に係わる被害があったと思うと怖くな
った。未だ続く不安な状況が少しでも
早く改善されますように。（な） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

幼きイエス・キリストの集い
（SantoNino）       1/21 

ベトナムの皆さんの 
クリスマス  12/24 

 

1 月 1 日のミ

サ後に『実力

発揮祈願』が

ありました。今

年は 2 名の参

加でした。 

クリスマスの夜ベトナムの若者たちが聖劇やゲーム

でクリスマスを祝いました。 

22 時からのミサ後、馬小屋の前でサンタさんから 

みんなプレゼントをもらいました。 

 カトリック幟町教会 
 

〒730-0016  広島市中区幟町 4 番 42 号 
電話     082-221-0621 
ファクス   082-221-8486 
ホームページ http://noboricho.catholic.hiroshima.jp 
 

ミサの時間 
日曜日 7:30、9:30、14:30～（英語） 
第 1 日曜日 15:00（ポルトガル語） 
第 4 日曜日 11:30（ベトナム語） 
月の最後の日曜日 17:00（スペイン語） 
平日 7:00  金曜日 7:00、10:00 
土曜日 7:00、18:00（主日） 

主任司祭 荻 喜代治 神父 
助任司祭 伊藤 正広 神父  シスター 木村恭子（援助修道会） 

門柱 

聖 堂 

案 内 

8 

「天主公教會」 

こう刻まれた石の門柱が、 

司教館(北道路側)玄関に立 

っています。カトリック幟町 

教会は戦前まで「幟町天主公教會」と呼ばれていま

した。一対の門柱は教会が誕生した 1882 年に設

置、今日まで変わらぬ姿を留めています。1945

年 8 月 6 日の原爆投下で、教会一帯も灰燼と帰

すなか、この門柱は崩れる事なく焦土に屹立し、そ

の惨状を目撃した証人ともなりました。教会の歴

史を物語るとともに、まさにヒロシマを伝えるモニ

ュメントの一つでもあります。 

実力発揮祈願 1/1 

1 月 21 日フィリピンの家庭にある幼きイエスさまの像

を持ってこられ祭壇の前に飾られ、サントニーニョをお

祝いしました。フィリピンの方のカトリック信仰の中心と

も言えるお祭りです。 


